








1.研究課題

わが国で実施されている新生児の先天代謝異常・内分泌疾患のマススクリーニング・シス

テムは,他の先進諸国でも類を見ない広範囲な内容を有している。しかしながら,世界的な

スクリーニングの効果評価・効率評価では,現在,先天性甲状腺機能低下症およびフェニー

ルケトン尿症の 2 疾患のみ明確な根拠が確立しているに過ぎない。その意味で,わが国の

スクリーニング・システムに関する総合的な評価が求められている。

そこで,具体的な評価方法として,テクノロジー・アセスメントの枠組を導入し,新生児マ

ス・スクリーニングの臨床的効果および経済的効率の総合的な評価を実施したいと考えた。

今年度は,その評価に向けて,1)テクノロジー・アセスメントの評価枠組みを設定するとと

もに実施計画を策定した。2)さらに,米国特別委員会の最良根拠の方法により,各疾患別に

スクリーニングの効果に関する批判的吟味を実施することとした。3)また,一部の疾患に

ついては費用分析を試みた。


